
　　第110号

12月
定例会

一般会計予算総額は
4 7 億 5 5 1 8 万 円

６人が登壇！町政を問う一般質問 （４Ｐ～９P）

平成26年成人式

第110号
2014年／平成26年２月10日

発行　与　論　町　議　会
編集　広 報 常 任 委 員 会
〒８９１－９３０１
鹿児島県大島郡与論町茶花３2－1
TEL＆FAX　０９９７（９７）３2０１

＊紹介：�表紙左上のお面は本町の国指定重要無形民俗文化財「与論十五夜踊り」１番組に登場する「朝
伊奈」の面です。踊りの場面では、絶対的な権力者である「うぷすー」（大老）の役で登場します。



第110号 2

　

平
成
二
十
五
年
第
四
回

定
例
会
は
、
十
二
月
十
一

日
か
ら
十
二
月
十
七
日
ま

で
七
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
た
。

　

十
一
日
は
諸
般
の
報
告

の
後
、
六
人
の
議
員
に
よ

る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

様
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
中
継
さ
れ
た
。そ
の
後
、

議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
条

例
案
１
件
、
補
正
予
算
案

４
件
、
そ
の
他
１
件
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

た
。

　

十
七
日
は
最
終
本
会
議

で
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
た
陳
情
１
件
が
採
択

さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
４
４

６
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
47
億
５
５
１
８

万
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

47億5518万円
　

特
別
会
計
補
正
予
算

◎
後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
６
９
９
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
５
９
７
７
万

円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎
国
民
健
康
保
険

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
14
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
９
億
１
７
９
６
万

円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎
介
護
保
険

　

予
算
の
総
額
を
６
億
６

７
５
６
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

歳入

款 補正前の額 補　正　額 計
１ 町 税 ３億　694万円 122万円 ３億　816万円
９ 地方交付税 21億　３41万円 650３万円 21億6844万円
12 使用料及び手数料 ３542万円 42万円 ３584万円
1３ 国庫支出金 ３億2850万円 718万円 ３億３568万円
14 県 支 出 金 4億7400万円 1億52３３万円 6億26３３万円
17 繰 入 金 ３億4151万円 6778万円 4億　929万円
19 諸 収 入 6971万円 49万円 7020万円
歳入合計 44億6072万円 2億9446万円 47億5518万円

歳出

款 補正前の額 補　正　額 計
１ 議 会 費 74３0万円 49万円 7479万円
２ 総 務 費 5億5628万円 5207万円 6億　8３5万円
３ 民 生 費 9億8414万円 6260万円 10億4674万円
４ 衛 生 費 5億5474万円 678万円 5億615３万円
６ 農林水産業費 4億6３18万円 1３4３万円 4億7661万円
７ 商 工 費 1億4957万円 △491万円 1億4465万円
８ 土 木 費 5億３500万円 1億5264万円 6億8765万円
９ 消 防 費 1億2591万円 ３22万円 1億2914万円
10 教 育 費 ３億8011万円 811万円 ３億882３万円
歳出合計 44億6072万円 2億9446万円 47億5518万円

平成25年度一般会計補正予算

一般会計予算は
47億5518万円
2億944６万円を追加



　　第110号３

◎
浮
魚
礁
設
置
に
つ
い
て

の
陳
情

陳
情
者  

大
島
郡
与
論
町
朝
戸

与
論
町
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

 

酒
匂　

兼
峯

採
択
理
由　

与
論
島
の
西

側
海
域
に
設
置
さ
れ
て
い

た
浮
魚
礁
が
流
失
し
、
好

漁
場
が
失
わ
れ
て
い
る
。

好
漁
場
の
喪
失
や
相
次
ぐ

台
風
の
襲
来
等
に
よ
り
漁

業
不
振
が
続
き
、
漁
家
経

営
は
厳
し
い
状
況
に
陥
っ

て
い
る
。
漁
協
の
組
合
員

の
中
に
は
浮
魚
礁
に
依
存

し
て
漁
を
行
っ
て
い
る
漁

業
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、

漁
家
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
に
も
早
急
に
浮
魚
礁

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
全

会
一
致
で
採
択
。

　

輝
か
し
い
平
成
二
十
六

年
の
新
春
を
迎
え
、
心
も

新
た
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

我
が
与
論
島
は
、
二
年

続
き
の
大
型
台
風
襲
来
に

よ
り
、
未
曾
有
の
被
害
を

被
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も

早
い
復
旧
を
切
に
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
元
旦
は
こ
と
の

ほ
か
穏
や
か
で
、
あ
た
か

も
一
年
の
島
中
安
穏
を
暗

示
す
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

一
日
で
あ
り
ま
し
た
。
今

年
こ
そ
平
穏
無
事
な
年
と

な
る
こ
と
を
、
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
明
る
い

希
望
の
光
も
見
え
て
お
り

ま
す
。
平
成
二
十
五
年
度

末
に
期
限
切
れ
と
な
る
奄

振
法
が
延
長
の
見
通
し
と

な
り
、
次
期
奄
振
法
に
は

悲
願
の
交
付
金
制
度
が
盛

り
込
ま
れ
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
た
取
組
や

奄
美
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
が

決
ま
る
な
ど
、
明
る
い
話

題
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

特
に
交
付
金
制
度
の
創
設

は
、
奄
美
全
体
の
自
立
的

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
ま
し
て

も
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る

議
会
、
町
民
に
寄
り
添
う

議
会
を
目
指
し
、
誠
心
誠

意
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
、
何
と

ぞ
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
御

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
幸
多
き
年
に
な
る
こ

と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

 

与
論
町
議
会
議
員
一
同

採択された陳情

表層型浮魚礁構造図

町
民
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



第110号 ４

一般質問一般質問
６人の議員が登壇、町政を問う

さ
と
う
き
び
の
生
産
対
策

林
議
員　

さ
と
う
き
び
は

２
年
連
続
の
台
風
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
生
産
始
ま
っ

て
以
来
の
大
凶
作
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
が
、
製
糖

期
間
が
短
縮
さ
れ
る
と
生

産
農
家
及
び
収
穫
作
業
受

託
組
織
の
収
穫
作
業
に
混

乱
を
来
す
ば
か
り
で
な

く
、
再
生
産
意
欲
が
減
退

し
て
、
さ
と
う
き
び
栽
培

面
積
の
更
な
る
減
少
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
さ
れ
る
。
来
年
度
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
る
考
え
か
。

台
風
時
の
避
難
場
所
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か

町
長　

施
設
の
条
件
整
備
と
現
状
に
即
し
た
指
定
の
見
直
し
を
行
う
。

自
然
災
害
の
脅
威
は
、
私

た
ち
に
近
未
来
へ
の
警
告

や
多
く
の
教
訓
を
示
唆
し

て
い
る
と
考
え
る
。
町
行

政
と
し
て
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に
向

け
て
し
っ
か
り
と
努
力

し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。 

林
議
員　

自
治
公
民
館
等

の
指
定
避
難
場
所
に
は
、

最
低
限
の
飲
料
水
、
食
料

品
及
び
幼
児
・
高
齢
者
等

に
対
す
る
必
需
品
等
の
備

蓄
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら

の
弱
者
に
配
慮
し
た
設
備

も
必
要
で
あ
る
と
痛
感
さ

れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

町
民
に
避
難
を
呼

び
掛
け
る
際
に
は
、
避
難

用
食
糧
や
貴
重
品
等
の
確

保
・
携
帯
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
し
か
し
、
指
定
避

難
場
所
で
あ
る
町
内
の
各

自
治
公
民
館
等
に
食
料
品

等
の
必
需
品
を
備
蓄
し
て

い
く
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
備
蓄
品
目

や
そ
の
規
模
の
問
題
、
そ

れ
ら
の
品
々
の
定
期
的
な

更
新
に
伴
う
財
政
負
担
な

ど
、
解
決
す
べ
き
多
く
の

課
題
が
あ
る
と
思
う
。
提

案
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

林　隆寿議員

町
長　

今
年
期
の
さ
と
う

き
び
収
穫
量
は
、
過
去
最

低
と
な
る
見
込
み
で
大
変

心
配
し
て
い
る
が
、
平
成

25
年
新
植
夏
植
は
、
60
ヘ

ク
タ
ー
ル
程
度
に
な
る
見

込
み
で
、
来
年
の
春
植
面

積
も
70
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
目

標
に
、
苗
の
確
保
も
補
助

事
業
で
で
き
る
と
思
う
。

今
後
と
も
生
産
農
家
の
意

欲
減
退
が
な
い
よ
う
、
各

種
補
助
事
業
等
を
活
用
し

て
面
積
確
保
に
努
め
る
。

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

林
議
員　

台
風
時
の
避
難

場
所
や
災
害
が
起
き
た
と

き
の
対
応
等
に
つ
い
て

は
、
町
民
に
周
知
を
図
っ

て
い
る
が
、
東
日
本
大
震

災
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ

た
台
風
30
号
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
今
ま
で
の
常
識

が
く
つ
が
え
さ
れ
る
想
定

外
の
事
態
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
、
備
え
に
万
全

と
い
う
の
は
な
い
の
だ
と

改
め
て
痛
感
し
た
。
こ
の

よ
う
な
教
訓
や
観
点
か

ら
、
本
町
の
指
定
す
る
避

難
場
所
を
見
直
す
考
え
は

な
い
か
。

町
長　

災
害
時
の
避
難
場

所
は
、
現
在
町
の
防
災
計

画
の
中
で
、
校
区
な
ど
地

区
ご
と
に
場
所
の
指
定
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

施
設
に
よ
っ
て
は
、
必
ず

し
も
避
難
場
所
と
し
て
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
施
設
も
あ

り
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
の

施
設
の
条
件
整
備
や
現
状

に
即
し
た
指
定
の
見
直
し

な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ
た

台
風
30
号
な
ど
、
近
年
の

災害時の避難場所「砂美地来館」



　　第110号５

自
然
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

林
議
員　

与
論
島
は
平
坦

な
地
形
で
台
風
等
の
自
然

災
害
の
影
響
を
受
け
や
す

い
た
め
、
集
落
住
民
一
体

と
な
っ
た
防
災
活
動
を
強

化
し
、
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
自
然
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
痛
感
す
る

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

町
長　

本
町
を
取
り
巻
く

地
理
的
条
件
や
地
形
的
条

件
な
ど
の
自
然
条
件
は
、

台
風
や
津
波
な
ど
の
自
然

災
害
を
受
け
や
す
い
状
況

に
置
か
れ
て
お
り
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て

い
く
上
で
、
従
来
に
も
増

し
て
防
災
対
策
に
ウ
エ
イ

ト
を
置
い
た
行
政
施
策
・

事
業
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
自
ら
の
身
の
安

全
は
、
先
ず
自
ら
守
る
と

い
う
「
自
助
」、
地
域
の
安

全
は
、
地
域
住
民
が
助
け

合
い
で
確
保
す
る「
共
助
」、

公
的
機
関
が
提
供
す
る「
公

助
」
を
、
防
災
対
策
上
の

基
本
的
考
え
方
と
し
つ
つ
、

町
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

行
政
課
題
の
解
決
に
努
力

し
て
い
く
。
提
案
の
、
集

落
住
民
一
体
と
な
っ
た
防

災
活
動
の
強
化
や
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
現
在
町
内

の
全
集
落
で
自
治
公
民
館

組
織
を
母
体
と
し
た
「
自

主
防
災
組
織
」
の
立
ち
上

げ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
の
地
域
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
行
政

と
の
連
携
・
協
働
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
防
災
対
策
の
核
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

林
議
員　

流
通
コ
ス
ト
高

に
よ
り
農
業
・
漁
業
等
各

種
産
業
を
取
り
巻
く
状
況

は
極
め
て
厳
し
く
、
Ｉ
Ｔ

技
術
を
活
用
し
た
販
売
体

制
の
確
立
や
沖
縄
を
物
流

拠
点
と
し
た
流
通
ル
ー
ト

の
確
立
な
ど
の
取
組
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
販
売
は
、
熱

帯
果
樹
を
中
心
に
一
部

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の

の
、
取
扱
量
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
。
個
人
農
家
単

独
で
の
ネ
ッ
ト
販
売
は
難

し
い
こ
と
か
ら
、
農
産
物

や
特
産
品
等
を
ま
と
め
て

取
り
扱
う
地
域
商
社
等
の

育
成
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
現
在
の
Ｊ
Ａ
の
出

荷
は
、
鹿
児
島
を
経
由
し

た
海
上
・
陸
送
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
、来
年
度
か
ら
、

奄
振
事
業
で
農
林

水
産
物
の
輸
送
コ

ス
ト
支
援
が
行
わ

れ
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
沖

縄
経
由
の
流
通

ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ａ

等
と
連
携
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

林
議
員　

与
論
島
に
は
地

理
的
特
性
や
歴
史
的
特
性

か
ら
く
る
島
独
自
の
魅
力

が
あ
る
が
、
未
来
に
向
け

そ
の
自
然
環
境
や
伝
統
文

化
の
保
全
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
。

町
長　

与
論
の
恵
ま
れ
た

地
理
的
特
性
と
し
て
は
、

百
合
ヶ
浜
に
代
表
さ
れ
る

リ
ー
フ
に
囲
ま
れ
た
美
し

い
海
と
白
い
砂
浜
、
豊
か

な
さ
ん
ご
礁
が
挙
げ
ら

れ
、
多
く
の
観
光
客
は
こ

の
豊
か
な
自
然
環
境
に
魅

力
を
感
じ
て
与
論
島
を
訪

れ
て
い
る
。

　

自
然
環
境
の
保
全
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
、
ひ

い
て
は
島
の
経
済
発
展
に

も
つ
な
が
る
こ
と
を
常
に

意
識
し
な
が
ら
、
農
業
や

漁
業
、
建
設
業
等
に
お
い

て
も
環
境
保
全
型
の
事
業

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

教
育
長　

本
町
が
指
定
す

る
文
化
財
は
、
史
跡
記
念
物

で
あ
る
与
論
城
跡
を
は
じ

め
合
計
23
件
で
、
国
指
定

で
は
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
与
論
十
五
夜
踊
、
平

成
23
年
度
に
は
与
論
民
俗
村

の
与
論
島
の
生
産
・
生
活

用
具
１
０
９
４
点
が
有
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
自
然
環
境
で
は
、

活
発
な
地
殻
変
動
を
体
感

で
き
る
ジ
オ
サ
イ
ト
等
、

大
地
と
の
関
わ
り
や
歴
史

を
学
べ
る
場
所
も
あ
る
。

　

方
言
や
島
唄
、
そ
し
て

浜
下
り
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
伝
統
行
事
等
も
含

め
、
未
来
に
保
存
・
伝
承

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

自然災害に強いまちづくりの推進を
町長　防災対策を重点に行政施策・事業を進めていく。

林　敏治議員

ネット販売されている特産品の一部



第110号 ６

危
機
管
理
対
策

喜
山
議
員　

非
常
時
の
指

揮
命
令
や
情
報
の
伝
達
・

収
集
の
方
法
及
び
消
防
車

両
機
器
の
保
全
・
管
理
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
る
か
。

町
長　

町
の
防
災
行
政
無

線
及
び
個
別
受
信
機
等
に

よ
り
町
民
へ
の
情
報
伝
達

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

消
防
車
両
等
の
保
全
管
理

は
、
役
場
南
庁
舎
内
及
び

隣
地
の
駐
車
場
で
保
全
管

理
を
行
っ
て
い
る
が
、
消

防
車
庫
の
整
備
が
当
面
の

課
題
で
あ
る
。

喜
山
議
員　

昨
年
、
今
年

と
続
く
台
風
災
害
に
お
け

る
光
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事

業
の
リ
ス
ク
は
看
過
で
き

る
事
態
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
経
営
方
針
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
関

連
で
は
、
先
の
台
風
24
号

に
よ
る
被
害
額
は
概
算
で

６
千
万
円
に
及
ぶ
見
込
み

で
あ
り
、
今
後
の
対
策
と

し
て
は
、
関
連
設
備
の
台

風
対
策
仕
様
へ
の
変
更
・

改
善
等
を
当
該
業
者
に
お

願
い
し
、
可
能
な
部
分
に

つ
い
て
は
復
旧
コ
ス
ト
の

一
部
負
担
を
要
請
す
る
な

ど
の
措
置
を
講
じ
た
い
。

教
育
長
の
教
育
方
針

喜
山
議
員　

教
育
長
が
考

え
る
学
校
教
育
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
と
抱
負
を

伺
い
た
い
。

非常時の危機管理対策をどうする
町長　防災情報提供システムの活用等により充実を図る。

然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、

保
護
者
と
の
意
思
疎
通
、

信
頼
関
係
が
と
て
も
大
事

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
の
積
極
的

な
交
流
や
学
校
評
議
員
と

の
交
流
も
大
切
で
、
今
後

活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

職
員
採
用
及
び
職
場

の
作
業
効
率
の
向
上

喜
山
議
員　

採
用
試
験
は

ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の

方
法
に
つ
い
て
公
明
性
の

確
保
や
改
善
等
の
必
要
は

な
い
か
。

町
長　

試
験
問
題
は
、
公

益
財
団
法
人
日
本
人
事
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
作
成

し
た
問
題
集
を
使
用
し
、

高
校
卒
業
程
度
の
教
養
試

験
・
作
文
試
験
・
事
務
適

正
検
査
・
一
般
性
格
診
断

検
査
・
口
述
試
験
の
総
合

点
で
、
合
格
判
定
会
議
を

経
て
合
否
を
決
定
し
て
い

る
が
、
よ
り
優
秀
な
職
員

を
採
用
す
る
た
め
に
は
、

喜山康三議員

教
育
長　

本
年
度
は
、
平

成
25
年
度
版
与
論
町
教
育

行
政
要
覧
を
継
承
し
て
い

く
。
ま
た
、
町
民
憲
章
を

具
現
化
す
る
方
向
で
風
格

の
あ
る
文
化
の
町
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。
そ
し

て
そ
の
背
景
に
は
「
誠
」

を
核
に
据
え
て
、
こ
の
基

本
に
立
っ
て
、
与
論
ら
し

い
教
育
を
付
加
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。
よ
り
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
た

め
に
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
、
教
育
委
員
会
が
よ
り

一
層
の
連
携
を
深
め
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

喜
山
議
員　

教
育
現
場
に

お
け
る
災
害
時
や
不
測
の

事
態
へ
の
危
機
管
理
や
事

件
・
事
故
及
び
不
祥
事
等

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す

る
の
に
、
保
護
者
と
の
意

思
疎
通
、
信
頼
関
係
の
構

築
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

教
育
長　

事
件
・
事
故
及

び
不
祥
事
等
の
発
生
を
未

募
集
広
報
の
方
法
等
を
工

夫
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

か
と
考
え
て
い
る
。

喜
山
議
員　

職
場
の
作
業

効
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
情
報
共
有
化
な
ど
Ｉ

Ｔ
活
用
の
た
め
の
施
策
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

町
長　

国
民
健
康
保
険
事

業
や
介
護
保
険
事
業
に
係

る
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、
国

保
連
合
会
と
直
接
つ
な
ぐ

独
自
の
方
式
を
採
用
し
、

事
務
手
続
き
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
。
選
挙
事
務

も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
情
報
の

共
有
化
及
び
開
票
所
で
の

県
当
局
へ
の
報
告
・
連
携

業
務
等
が
改
善
さ
れ
て
い

る
。

　

今
後
は
コ
ピ
ー
機
の
更

新
や
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
切

替
え
な
ど
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
更

な
る
業
務
の
効
率
化
及
び

ス
ピ
ー
ド
化
に
向
け
て
努

め
て
い
く
。

台風24号で倒壊した電信柱



　　第110号７

公

金

の

運

用

高
田
議
員　

公
金
の
運
用

に
関
す
る
財
政
運
用
基
本

方
針
を
策
定
し
、
財
政
運

用
の
合
理
化
を
図
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　

平
成
17
年
２
月
に

与
論
町
公
金
管
理
運
用
方

針
を
策
定
し
、
同
月
か
ら

施
行
し
て
い
る
が
、
そ
の

運
用
方
針
の
中
で
、
指
針

の
目
的
、
公
金
の
定
義
、

公
金
の
保
管
及
び
管
理
の

基
本
原
則
等
の
基
本
方
針

を
定
め
て
お
り
、
そ
れ
ら

に
基
づ
い
て
公
金
の
管

理
・
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

高
田
議
員　

公
金
の
合
理

的
管
理
運
用
に
関
す
る
公

金
管
理
運
用
委
員
会
を
設

置
し
、
運
用
基
本
方
針
に

基
づ
く
外
部
意
見
を
取
り

入
れ
た
公
金
運
用
を
図
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長　

公
金
の
管
理
運
用

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

や
町
の
各
基
金
管
理
条
例

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
保

管
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金

そ
の
他
の
最
も
確
実
か
つ

有
利
な
方
法
に
よ
っ
て
保

管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
な
っ
て
お
り
、
損
失
が
生

じ
な
い
よ
う
に
安
全
性
を

優
先
し
な
が
ら
、
で
き
る

限
り
定
期
預
金
で
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
定
期
預
金

以
外
に
国
債
等
に
よ
る
運

用
が
適
当
か
ど
う
か
、
公

金
管
理
委
員
会
で
検
討
し
、

一
層
の
運
用
益
を
確
保
で

き
る
よ
う
情
報
収
集
を
行

い
運
用
し
て
い
く
。

高
田
議
員　

シ
ン
ク
タ
ン

ク
等
へ
の
職
員
研
修
や
、

講
師
の
招
へ
い
研
修
等
を

通
し
、
財
政
運
用
に
精
通

し
た
職
員
を
養
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　

財
政
の
仕
組
み
や

具
体
的
な
運
用
手
法
に
精

通
し
た
職
員
の
育
成
・
確

保
に
つ
い
て
は
、
資
質
の

高
い
人
材
を
育
成
し
て
い

く
上
で
極
め
て
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。こ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
も
鹿
児
島
県
市

町
村
振
興
協
会
自
治
研
修

セ
ン
タ
ー
で
の
職
員
研

修
、
県
庁
や
一
部
事
務
組

合
等
へ
の
派
遣
研
修
、
総

務
省
自
治
大
学
校
の
テ
ー

マ
別
研
修
へ
の
参
加
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
は
、
人
材
育
成
機

関
へ
の
派
遣
や
専
門
講
師

の
招
へ
い
な
ど
、
研
修
効

果
を
検
討
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

防
災
対
策
危
機
管
理
の
強
化

高
田
議
員　

年
々
強
大
化

す
る
台
風
や
竜
巻
災
害
、

干
ば
つ
被
害
、
更
に
は
南

海
ト
ラ
フ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

プ
レ
ー
ト
の
地
震
が
予
測

さ
れ
て
い
る
が
、
防
災
対

策
や
危
機
管
理
に
関
す
る

部
門
を
強
化
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長　

防
災
対
策
及
び
危

機
管
理
部
門
の
強
化
を
図

る
べ
き
と
の
意
見
は
当
然

で
あ
り
、
役
場
組
織
全
体

の
見
直
し
も
含
め
て
今
後

の
課
題
と
し
て
検
討
し
て

い
く
。

与
論
島
カ
レ
ン
ダ
ー

の
製
作
と
活
用

高
田
議
員　

与
論
島
の
自

然
、
文
化
、
特
産
品
、
各

種
施
設
、
方
言
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
を
網
羅
し
た
与

論
島
カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作

し
、
フ
ァ
ン
感
謝
祭
等
で

配
布
し
た
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
者
等
へ
送
付
す
る
な

ど
、
観
光
面
そ
の
他
で
の

効
果
的
活
用
を
図
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　

現
在
観
光
面
で
注

力
し
て
い
る
の
は
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
Ｔ
Ｖ
番

組
製
作
へ
の
協
力
・
誘
致

な
ど
だ
が
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
し
て
テ
レ
ビ
ガ
イ

ド
Ｅ
Ｖ
特
別
編
集
「
南
の

島
・
ヨ
ロ
ン
島
２
０
１
４

年
度
」
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー

が
作
成
販
売
さ
れ
た
。
与

論
島
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
教

育
や
島
民
の
行
事
・
文
化

の
把
握
の
た
め
や
、
ふ
る

さ
と
納
税
者
、
観
光
大
使

等
へ
の
お
礼
の
品
と
し
て

も
有
用
な
も
の
で
あ
る
の

で
、
今
後
製
作
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

防災・危機管理部門の強化を
町長　役場組織全体の見直しも含め検討する。

高田豊繁議員

台風による被害

完成した応急仮設住宅（第２グランド）
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水
産
業
の
振
興

町
議
員　

豊
か
な
沿
岸
海

産
物
を
育
く
む
藻
場
が
消

滅
し
磯
焼
け
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
久
し
い
が
、

藻
場
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
と
そ
の
成
果
か
ら
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
か
。

町
長　

離
島
漁
業
再
生
支

援
交
付
金
に
よ
る
与
論
島

漁
業
集
落
の
藻
場
造
成
の

活
動
は
、
平
成
18
年
度
に

始
ま
り
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

海
底
に
網
を
張
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
磯
磨
き
や

海
底
耕
耘
の
活
動
も
併
せ

て
行
い
、
沖
縄
で
採
取
し

た
も
の
や
漂
流
し
て
い
る

南
方
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
の
移

植
も
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
食
害
や
台
風
に
よ
る

保
護
網
の
損
失
で
藻
場
の

拡
大
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
専
門
家
に
よ
る
現
地

調
査
で
は
亀
や
魚
な
ど
に

よ
る
食
害
が
原
因
だ
ろ
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今

後
は
、
波
浪
や
風
浪
の
影

響
が
少
な
い
場
所
で
、
保

管
並
び
に
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の

種
苗
散
布
を
試
み
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

町
議
員　

近
年
、
漁
場
の

遠
距
離
化
に
伴
う
漁
船
の

大
型
化
と
遊
漁
船
も
含
め

て
船
が
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
船
舶
の
定
期
検
査
や

修
繕
等
に
不
便
を
来
し
て

い
る
と
聞
く
。
漁
師
等
の

安
全
操
業
を
確
保
し
水
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

ド
ッ
ク
の
設
置
と
船
の
修

繕
技
術
者
の
養
成
が
必
要

不
可
欠
と
痛
感
す
る
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

漁
港
等
に
併
設
さ

れ
て
い
る
修
理
施
設
は
、

民
間
の
施
設
で
あ
り
、
本

県
で
は
補
助
事
業
で
造
っ

ドックの設置と船の修繕技術者の養成を
町長　補助事業等での設置を検討する。

さ
れ
れ
ば
、
ヨ
ッ
ト
等
の

保
管
管
理
業
務
等
に
雇
用

が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
。

在
来
種
の
ミ
カ
ン
の
再
生

町
議
員　

島
内
全
域
に
自

生
し
て
い
た
在
来
の
小
ミ

カ
ン
や
イ
シ
カ
タ
、
イ
ラ

ブ
オ
ー
ト
ー
等
の
ミ
カ
ン

類
が
、
病
害
虫
や
そ
の
駆

除
の
た
め
の
伐
採
な
ど
に

よ
っ
て
絶
滅
に
近
い
状
況

に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
品
種

を
ハ
ウ
ス
栽
培
で
保
護
し

増
産
す
る
こ
と
で
、
ジ
ャ

ム
や
ジ
ュ
ー
ス
類
な
ど
の

特
産
品
の
創
出
に
つ
な
が

る
と
思
わ
れ
る
が
、
苗
木

の
育
成
費
や
ハ
ウ
ス
の
設

置
費
用
な
ど
を
支
援
す
る

町　俊策議員

た
実
績
は
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
屋
外

で
の
作
業
は
天
気
に
左
右

さ
れ
て
い
る
現
状
も
あ

り
、
屋
内
で
の
作
業
が
で

き
る
よ
う
な
ド
ッ
ク
の
設

置
場
所
の
検
討
と
併
せ

て
、
補
助
事
業
等
で
の
設

置
を
検
討
し
て
い
く
。

町
議
員　

ド
ッ
ク
を
設
置

し
、
船
の
保
管
場
所
と
技

術
者
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
都
会
の
ヨ
ッ
ト
オ
ー

ナ
ー
を
対
象
に
船
の
管
理

業
務
が
発
生
し
、
雇
用
の

確
保
と
漁
協
の
運
営
の
健

全
化
に
貢
献
で
き
る
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

台
風
常
襲
地
で
あ

る
本
町
で
は
、
係
留
し
て

の
保
管
は
で
き
な
い
の
で
、

上
架
（
じ
ょ
う
か
）
し
て

の
保
管
と
な
り
、
そ
の
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

単
に
ド
ッ
ク
の
設
置
に
と

ど
ま
ら
ず
、
マ
リ
ー
ナ
と

し
て
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。
マ
リ
ー
ナ
が
整
備

考
え
は
な
い
か
。

町
長　

現
在
、
本
町
の
か

ん
き
つ
類
に
つ
い
て
は
、

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ

病
対
策
で
感
染
樹
の
伐
採

作
業
や
消
毒
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
在
来
種
の
保

護
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島

大
学
農
学
部
に
お
願
い

し
、
種
子
か
ら
の
育
種
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
在
来
種
の
ミ

カ
ン
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
つ

い
て
は
、
ミ
カ
ン
の
樹
高

を
抑
え
る
た
め
剪
定
（
せ

ん
て
い
）
し
た
り
、
枝
を

引
っ
張
っ
た
り
し
た
ら
、

実
が
つ
か
な
い
と
の
こ
と

な
の
で
、
今
後
、
関
係
機

関
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

在来種ミカン「イシカタ」



　　第110号９

復

興

対

策

麓
議
員　

度
重
な
る
台
風

災
害
で
防
風
・
防
潮
林
が

大
き
な
被
害
を
受
け
て
い

る
が
、
そ
の
復
興
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
手
だ
て
を

考
え
て
い
る
か
。

町
長　

保
安
林
指
定
さ
れ

て
い
る
防
風
・
防
潮
林
は
、

枯
れ
木
の
伐
採
後
に
、
順

次
植
林
を
進
め
て
い
く
。

　

ハ
キ
ビ
ナ
海
岸
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
海
岸
防
災

林
造
成
事
業
を
実
施
す

る
。
そ
の
他
の
地
区
に
つ

い
て
は
、
県
に
海
岸
管
理

を
移
管
し
な
が
ら
、
海
岸

保
全
区
域
の
拡
大
等
で
事

業
の
導
入
を
お
願
い
し
て

い
く
。

麓
議
員　

町
民
が
復
興
目

標
を
共
有
す
る
た
め
、
目

指
す
べ
き
環
境
デ
ザ
イ
ン

を
整
理
し
て
示
す
こ
と
が

肝
要
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
そ
の
よ
う
な
仕
組

み
を
講
じ
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長　

町
民
が
復
興
目
標

と
し
て
共
有
で
き
る
環
境

デ
ザ
イ
ン
を
示
す
こ
と

は
、
目
標
や
方
向
性
を
示

す
上
で
大
変
有
意
義
で
、

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
今

後
、復
興
の
一
環
と
し
て
、

既
に
で
き
て
い
る
与
論
町

緑
化
基
本
計
画
を
活
用
し

な
が
ら
、
多
様
性
に
富
ん

だ
緑
豊
か
な
島
づ
く
り
の

た
め
に
、
町
民
と
共
有
で

き
る
目
標
や
方
向
性
を
検

討
し
て
い
く
。

麓
議
員　

災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
は
も
と
よ
り
、

復
興
に
向
け
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ

こ
で
小
組
合
を
基
本
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
体
制

強
化
が
望
ま
れ
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

町
長　

各
自
治
公
民
館
組

織
を
母
体
に
し
た
自
主
防

災
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向

け
て
、
現
在
、
全
町
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
全
集
落

に
お
い
て
組
織
化
さ
れ
た

自
主
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
中
心
に
、
行
政
と
強
い

連
携
・
協
働
を
図
っ
て
い

く
こ
と
で
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
大

き
な
歩
み
が
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
対
策

麓
議
員　

幼
少
期
に
お
け

る
三
世
代
間
交
流
は
、
子

育
て
に
お
い
て
極
め
て
大

事
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
園
に
お
け
る
高

齢
者
と
の
日
常
的
な

交
流
の
仕
組
み
を
検

討
し
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
る
か
。

教
育
長　

高
齢
者
の

方
々
の
ニ
ー
ズ
や
子

ど
も
園
の
ニ
ー
ズ
、

対
応
可
能
な
頻
度
、

時
間
、
内
容
等
に
つ

い
て
双
方
に
伝
え

て
、
話
合
い
を
進
め
、
一

層
の
交
流
が
図
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。

町
長  

世
代
間
交
流
の
日

常
的
な
取
組
に
つ
い
て

は
、
日
々
実
施
し
て
い
る

保
育
へ
の
負
担
等
も
考
慮

し
な
が
ら
、
地
域
の
老
人

ク
ラ
ブ
等
の
理
解
と
協
力

を
得
て
、
実
施
可
能
な
範

囲
で
計
画
し
、
地
域
の

方
々
や
高
齢
者
と
の
交
流

に
よ
る
子
育
て
支
援
を
更

に
推
進
し
て
い
く
。

台風による防風・防潮林の被害の復興策は
町長　海岸防災林造成事業等を実施していく。

麓　才良議員

台風による防風・防潮林の被害

敬老会で踊る子供たち
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皆
様
、
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
午
の

年
、
今
年
こ
そ
は
災
害
の

な
い
、
幸
多
き
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
時
の
過
ぎ
る
の

は
早
い
も
の
で
、
私
が
こ

の
与
論
島
に
来
て
か
ら
一

年
九
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
学
校
で
は

「
子
ど
も
を
伸
ば
す
た
め

に
何
が
最
善
か
を
考
え
、

実
践
す
る
学
校
」
を
目
指

し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
成
果
は
、
子
ど

も
の
姿
と
し
て
少
し
ず
つ

結
実
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
次
の
三
点

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の

お
知
恵
を
結
集
し
、
今
後

実
現
に
向
け
て
充
実
し
た

時
を
過
ご
せ
な
い
も
の
か

と
考
え
る
の
で
す
。

そ
の
一
　
安
心
・
安
全
な

住
宅

　

一
昨
年
、
昨
年
と
度
重

な
る
大
型
台
風
の
襲
来
に

よ
り
、
多
く
の
方
々
が
被

災
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
だ

に
最
低
限
必
要
な
住
環
境

さ
え
満
た
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
も
い
ま
す
。
町
当

局
の
努
力
も
追
い
つ
か
な

い
ほ
ど
の
膨
大
な
被
害
で

し
た
。
台
風
に
強
い
安
心

し
て
住
め
る
住
宅
の
建
設

を
推
進
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。
今
後
、
大
型

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
台
風
で
す
。
自
然
災
害

を
受
け
や
す
い
地
理
的
条

件
下
に
あ
る
こ
と
を
訴

え
、
安
心
・
安
全
な
住
宅

の
建
設
と
固
定
資
産
税
の

減
免
を
実
現
さ
せ
た
い
も

の
で
す
。

そ
の
二
　
独
自
の
言
語
文

化
の
継
承

　

与
論
の
先
人
た
ち
は
、

与
論
独
自
の
言
語
文
化

「
ユ
ン
ヌ
フ
ト
ゥ
バ
」
を
、

人
か
ら
人
へ
の
口
伝
え
に

よ
り
継
承
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
で
は

ユ
ン
ヌ
フ
ト
ゥ
バ
を
理
解

し
た
り
話
し
た
り
で
き
な

い
世
代
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
近

い
将
来
、
消
滅
の
危
機
が

訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ユ
ン
ヌ
フ
ト
ゥ
バ
は
、
ア

ガ
サ
ユ
ン
、
フ
サ
ト
ゥ
ユ

ン
、
ニ
ヂ
ャ
ン
チ
ュ
ユ
ン

と
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ

れ
る
よ
う
で
す
が
、
地
域

に
よ
っ
て
は
更
に
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
語
尾
等

の
違
い
も
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
裏
を

返
せ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
独
自
の
言
葉
を
大
事

に
し
て
き
た
証
で
も
あ
り

ま
す
。「
ト
ー
ト
ゥ
ガ
ナ

シ
」
の
響
き
と
語
感
は
相

手
へ
の
深
い
感
謝
の
思
い

を
伝
え
ま
す
。「
あ
り
が

と
う
。」
で
は
補
え
な
い

も
の
が
あ
る
の
で
す
。
ウ

プ
、
パ
ー
パ
ー
や
地
域
の

高
齢
者
と
日
頃
か
ら
会
話

を
楽
し
み
、
ユ
ン
ヌ
フ

ト
ゥ
バ
の
話
者
を
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
多
言
語

は
、
人
間
の
知
能
の
自
然

な
状
態
で
、
多
く
の
言
葉

を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
習
得

す
る
の
が
簡
単
に
な
る
の

だ
そ
う
で
す
。
英
語
を
含

め
ト
リ
リ
ン
ガ
ル
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
三
　
こ
れ
か
ら
求
め

ら
れ
る
力

　

今
こ
の
時
に
も
、
津
波

の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
い

る
世
界
の
急
激
な
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
社
会
で
求
め
ら
れ
る

人
材
と
は
、
ど
ん
な
人
材

な
の
で
し
ょ
う
か
。
前
慶

應
義
塾
長
の
安
西
祐
一
郎

氏
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
総
合
研

究
所
の
対
談
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一　

人
の
心
の
痛
み
を
感

　

じ
る
力

二　

臨
機
応
変
力　

三　

想
像
力　

四　

並
行
処
理
能
力　

五 　
目
標
に
向
か
つ
て
一

貫
し
て
い
る
力

　

・
人
に
頼
ら
な
い
力　

　

 

・
人
に
言
わ
れ
て
も
鵜

呑
み
に
し
な
い
力　

大
変
興
味
深
い
能
力
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
学
校
教

育
で
あ
れ
、
社
会
教
育
で

あ
れ
、職
場
教
育
で
あ
れ
、

こ
の
五
つ
の
力
は
今
後
重

要
な
要
素
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
ず
、
自
ら
に

照
ら
し
て
そ
の
力
を
吟
味

し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
与
論
島
の
こ

ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
は
一
貫
教

育
を
推
進
し
、
指
導
者
間

の
連
携
が
密
に
な
さ
れ
て

い
ま
す
。「
最
南
端
は
最

先
端
」
の
中
学
校
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
こ
れ
か
ら

も
島
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

な
っ
て
、
島
立
ち
に
希
望

と
勇
気
と
自
信
を
与
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

中園　照洋 氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◦
氏
名
　
中
園 

照
洋

◦
住
所
　
与
論
町
朝
戸

◦
職
業
　
与
論
小
学
校
長

《
編
集
後
記
》

　

昨
年
11
月
23
日
に
、
全

国
与
論
会
、
南
島
原
市
、

錦
江
町
等
与
論
町
と
縁
の

深
い
地
域
か
ら
代
表
者
の

方
々
を
招
い
て
、
町
制
施

行
50
周
年
記
念
式
典
が
挙

行
さ
れ
た
。
同
時
に
南
島

原
市
と
の
姉
妹
市
町
協
定

が
締
結
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
暮
れ
の
12
月
18

日
に
は
、
昨
年
の
大
型
台

風
で
被
害
を
被
っ
た
方
々

の
た
め
の
応
急
仮
設
住
宅

も
完
成
し
、
復
興
に
向
け

て
歩
み
始
め
た
。

　

奄
美
群
島
が
日
本
に
復

帰
し
て
61
年
目
を
迎
え
る

今
年
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
３

月
21
日
か
ら
開
催
予
定
の

第
86
回
選
抜
高
校
野
球
大

会
に
大
島
高
校
の
出
場
が

決
ま
っ
た
と
の
知
ら
せ
で

あ
る
。
奄
美
か
ら
は
初
め

て
の
快
挙
で
、
群
島
民
と

し
て
出
場
を
喜
ぶ
と
と
も

に
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　

こ
こ
に
第
１
１
０
号
を

発
行
で
き
た
こ
と
を
、
町

民
及
び
関
係
各
位
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。


